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4月1日から水道事業が統合されます
市の水道事業サービスが統一

現在、稲敷市の水道事業は、江戸崎、新利根、桜川、東、
簡易水道（新利根地区）の５事業で運営されています。
　水道事業の効率的な運営を図り、安全な水を安定
的に供給するため、4月 1日から各地区の５事業を
統合します。
　これに伴い４つの事業所も統合となり、現在の江
戸崎事務所が稲敷市水道事務所になります。

●稲敷市水道局（江戸崎事務所）　☎029-892-4255

現在の状況

稲敷市

水道局 水道局
（稲敷市水道事務所）

〒300-0504
稲敷市江戸崎甲4615
　tel.029-892-4255
　fax.029-892-3358

統 合 後

稲敷市
4月1日から

各事務所ごとに合併後の変更内容が異
なります。詳しくは各事務所にお問い
合わせください。（３月31日まで）

　江戸崎事務所	tel .029-892-4255
　新利根事務所	tel .0297-87-3454
　桜 川 事 務 所 	tel .029-894-2191
　東 事 務 所	tel .0299-79-1123

東  

事  

務  

所

桜
川
事
務
所

新
利
根
事
務
所

江
戸
崎
事
務
所

スーパースーパー

コンビニコンビニ

稲敷合同庁舎稲敷合同庁舎

カントリーラインカントリーライン

稲敷市水道事務所稲敷市水道事務所

江戸崎公民館江戸崎公民館
スーパースーパーコンビニコンビニ
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５
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牛
久
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面
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至美浦村方面至美浦村方面
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事業統合に伴うQ＆A

A．水道料金は変更ありません。 A．検針は毎月10日ごろから20日の間に
行い、翌月の25日（土、日、休日にあたる場合

は、その翌日）が納入期限、口座振替日とな
ります。

検針月 納期限( 口座振替日)

4月 5月26日（月）

5月 6月25日（水）

6月 7月25日（金）

A．支払い窓口は次のとおりです。また、こ
れら金融機関で口座振替もできますのでご
利用ください。（口座振替依頼書は金融機関窓

口にあります）

▶常陽銀行本・支店 ▶関東つくば銀行本・
支店 ▶茨城銀行本・支店 ▶千葉銀行本・
支店 ▶茨城県信用組合本・支店 ▶水戸信
用金庫本・支店 ▶中央労働金庫本・支店
▶稲敷農業協同組合本・支店 ▶ゆうちょ

銀行・郵便局（関東各都県及び山梨県：納期限

内に限る） ▶稲敷市役所（各庁舎） ▶稲敷市
水道事務所

Q．水道料金はどこで支払えるの？

A．稲敷市水道事務所（現: 江戸崎事務所）で
行います。次のようなときは必ず届出を！
▶引越ししてきたとき ▶引越しするとき
▶家の取り壊しなどをして水道を廃止す

るとき ▶水道の所有者、使用者が変わる
とき ▶水道の用途が変わるとき ▶お知ら
せ先が変わるとき
※引越しするときや使用者が変更されたと
き、届出がないと使用されていなくても水
道料金（基本料金）がかかってしまいますの
で、ご注意ください。

Q．各事務所で取り扱いして
　いた届け出については？

A．宅内の漏水修理については市の指定す
る「指定給水装置工事事業所」（指定工事店）

へ直接ご連絡ください。指定工事店につい
ては市のホームページまたは各総合窓口設
置のチラシをご覧いただくか、水道事務所
までお問い合わせください。

Q．漏水修理はどうするの？

Q．水道料金は変わるの？

安心できる水は「水道水」で
水道の水は、浄水場でにごりや不純物を取り除き、塩素殺菌を行い、水道法によって定められている50
項目の水質基準をクリアしたものが水道水として使用されています。いつでも安心しておいしい水を利
用できる水道に加入することをお勧めします。
　水道加入ご希望の方は、水道事務所・または、最寄の指定工事店へお問い合せください。

Q．水道料金の納期限は？
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秋
の
叙
勲
に
保
育
士

の
高
橋
春
江
さ
ん

11
月
２
日
、
秋
の
叙
勲
受
章
者

が
発
表
さ
れ
、
稲
敷
市
か
ら
は

高
橋
春
江
さ
ん
（
鳩
崎
本
郷
）
が

黄
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
橋
さ
ん
は
、
保
育
士
を
務

め
て
39
年
。短
大
卒
業
後
す
ぐ

に
知
的
障
害
児
施
設
に
就
職
し

そ
の
後
、
家
庭
の
都
合
も
あ
り

幸
田
保
育
園
に
創
立
か
ら
か
か

わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
幸
田
保
育
園
は
市
内
で
も
一

番
古
い
保
育
園
。園
長
先
生
が

お
医
者
さ
ん
と
い
う
事
も
あ
り
、

早
く
か
ら
障
害
者
保
育
も
始
め

る
な
ど
、
特
色
あ
る
運
営
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。創
立
当
時
は

職
員
も
４
人
で
保
育
士
と
し
て

の
経
験
者
は
高
橋
さ
ん
だ
け
で

し
た
。休
日
も
い
ろ
い
ろ
な
保

育
園（
所
）に
赴
き
、
勉
強
を
重

ね
て
き
た
そ
う
で
す
。

　
高
橋
さ
ん
か
ら
は
「
こ
の
度

の
受
章
は
ま
さ
か
の
こ
と
で
び

っ
く
り
し
て
い
ま
す
。長
年
こ

の
仕
事
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

一
番
子
ど
も
達
の
成
長
を
見
ら

れ
る
事
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

現
在
は
０
歳
児
ク
ラ
ス
を
担
当

し
て
い
ま
す
が
、
特
に
今
ま
で

し
ゃ
べ
れ
な
か
っ
た
子
が
話
を

し
た
り
、
は
い
は
い
し
て
い
た

子
が
突
然
伝
い
歩
き
を
し
た
と

き
な
ん
か
、
ど
ん
な
に
疲
れ
て

い
て
も
思
わ
ず
バ
ン
ザ
イ
し
た

く
な
る
気
分
に
な
り
ま
す
。こ

の
仕
事
を
こ
ん
な
に
長
く
続
け

ら
れ
た
の
も
、
そ
し
て
こ
ん
な

立
派
な
栄
誉
を
受
け
ら
れ
た
の

も
園
長
先
生
を
は
じ
め
と
す
る

職
場
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
と
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の

お
か
げ
で
す
。」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

■
地
方
自
治
法
施
行
60
周

年
記
念
総
務
大
臣
賞

高
野
平
さ
ん（
下
君
山
）が
、
こ

の
た
び
地
方
自
治
法
施
行
60
周

年
記
念
総
務
大
臣
賞
（
個
人
の

部
地
方
自
治
の
功
労
者
）
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
高
野
さ

ん
が
江
戸
崎
か
ぼ
ち
ゃ
部
会
長

を
長
年
に
わ
た
り
務
め
、
県
の

ブ
ラ
ン
ド
化
に
も
貢
献
し
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
贈
ら
れ
た
も
の

で
す
。授
与
式
は
11
月
20
日
、

東
京
都
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
会

場
に
天
皇
皇
后
ご
臨
席
の
な
か

で
厳
粛
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
野
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も

江
戸
崎
か
ぼ
ち
ゃ
の
ブ
ラ
ン
ド

を
守
り
続
け
て
い
き
た
い
。」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

■
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

長
年
に
わ
た
る
社
会
福
祉
活
動

に
対
し
て
、
こ
の
ほ
ど
１
団
体

２
個
人
の
皆
さ
ん
が
厚
生
労
働

秋
の
叙
勲
と
各
受
賞
・
表
彰

　
　
　

受
賞
・
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋
の
褒
章
を
は
じ
め
、た
く
さ
ん
の
方
や
団
体
が
こ
の
ほ
ど
受
賞
・

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
そ
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
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し
て
贈
ら
れ
る
表
彰
で
す
。

　
代
表
の
関
口
邦
子
さ
ん
（
本

新
）
は
「
こ
の
よ
う
な
賞
を
い

た
だ
き
大
変
驚
き
ま
し
た
。地

域
の
活
性
化
に
女
性
の
立
場
を

大
き
く
評
価
し
て
い
た
だ
く
事

が
で
き
、
清
涼
市
会
員
を
代
表

し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

■
花
と
緑
の
環
境
美
化
コ

ン
ク
ー
ル　

第
35
回
花
と
緑
の
環
境
美
化
コ

ン
ク
ー
ル
の
審
査
が
行
わ
れ
、

古
渡
小
学
校
が
県
知
事
賞
（
学

校
の
部
）
に
選
ば
れ
ま
し
た
。受

賞
団
体
は
２
０
１
２
年
ま
で
モ

大
臣
の
表
彰
を
受
け
、
11
月
16

日
に
開
催
さ
れ
た
福
祉
大
会
の

席
上
、
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

▼
江
戸
崎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会（
代
表
：
中
澤
あ
さ
子
さ
ん
）

多
種
に
渡
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
と
お
し
て
地
域
の
社
会
福

祉
活
動
に
多
大
な
貢
献
。

▼
桑
島
好よ
し
さ
ん（
西
町
）

昭
和
58
年
か
ら
は
在
宅
心
身
障

害
者
福
祉
ワ
ー
ク
ス
運
営
事
業

に
協
力
、
平
成
５
年
か
ら
は
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
尽
力
。

▼
松
本
道
男
さ
ん（
西
代
）

昭
和
58
年
か
ら
永
年
に
渡
り
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

要
援
護
者
の
支
援
活
動
の
取
り

組
み
。

■
男ひ
と
と
女ひ
と
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
功

労
賞

11
月
９
日
、
県
庁
で
男
と
女
・

ハ
ー
モ
ニ
ー
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

が
開
催
さ
れ
、
こ
の
席
上
、
団

体
の
部
で
稲
敷
市
の
農
産
物
等

直
売
所「
清
涼
市
」（
幸
田
）が
功

労
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。こ
れ

は
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
功

績
の
あ
っ
た
県
民
や
団
体
に
対

デ
ル
地
区
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
校
舎
を
取
り
囲
む
花
壇
の
ほ

か
に
設
置
さ
れ
た
プ
ラ
ン
タ
ー

の
数
は
約
１
２
０
０
個
と
の
こ

と
。今
年
も
卒
業
式
や
入
学
式

に
は
、
た
く
さ
ん
の
花
々
が
学

校
を
引
き
立
て
て
く
れ
る
事
で

し
ょ
う
。古
渡
小
で
は
こ
の
指

定
に
関
わ
ら
ず
、
ず
っ
と
活
動

を
続
け
て
い
く
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
学
校
関
係
緑
化
コ
ン

ク
ー
ル
で
も
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
が
認
め
ら
れ
、特
選（
県
知

事
賞
）に
選
ば
れ
ま
し
た
。　

　
さ
ら
に
、
文
部
科
学
省
か
ら

「
豊
か
な
体
験
活
動
推
進
事
業
」

の
指
定
を
受
け
、
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。２
月
に
は「
ふ

っ
と
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

一
環
と
し
て
、
子
ど
も
達
全
員

に
よ
る
植
樹
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
■
茨
城
県
技
能
者
表
彰

大
崎
義
弘
さ
ん（
伊
佐
部
）が
卓

越
し
た
技
能
者
と
し
て
認
め
ら

れ
、茨
城
県
技
能
者
表
彰（
県
知

事
表
彰
）
に
選
ば
れ
ま
し
た
。こ

の
表
彰
は
国
や
県
で
、
産
業
を

支
え
る
技
能
の
振
興
と
技
術
者

の
技
術
向
上
な
ど
を
目
的
と
し

て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

大
崎
さ
ん
は
左
官
と
し
て
、
今

年
度
の
県
知
事
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　
大
崎
さ
ん
は
「
表
彰
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

現
在
「
稲
敷
左
官
工
業
組
合
」

の
組
合
長
を
し
て
い
ま
す
が
、

若
者
育
成
に
一
層
力
を
入
れ
て

活
動
し
て
い
き
ま
す
。」
と
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

■
げ
ん
で
ん
科
学
技
術
振

興
会
特
別
賞

げ
ん
で
ん
科
学
技
術
振
興
事
業

の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
江
戸

崎
中
学
校
の
理
科
研
究
生
オ
オ

ヒ
シ
ク
イ
班
が
特
別
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。研
究
を
中
心
に
な

っ
て
取
り
ま
と
め
た
の
は
オ
オ

ヒ
シ
ク
イ
班
の
３
年
生
５
人

（
鈴
木
元
基
さ
ん
、
藤
井
雅
貴
さ
ん
、

村
上
勇
輝
さ
ん
、
飯
島
祐
香
さ
ん
、

藤
原
円
さ
ん
）
の
皆
さ
ん
。今
回

の
特
別
賞
は
、
出
品
し
た
研
究

の
成
果
は
も
と
よ
り
、
通
算
で

10
年
間
（
オ
オ
ヒ
シ
ク
イ
で
は
７

年
間
）
研
究
を
発
表
し
続
け
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
で

す
。

　
メ
ン
バ
ー
の
５
人
は
「
こ
の

三
年
間
、
オ
オ
ヒ
シ
ク
イ
が
飛

来
し
て
い
る
間
、
毎
日
の
よ
う

に
朝
早
く
観
測
を
続
け
て
き
ま

し
た
。こ
れ
か
ら
も
、
下
級
生

に
研
究
を
続
け
て
も
ら
い
た
い

で
す
。」
と
抱
負
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
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稲敷市情報メール一斉配信サービス開始しました
メールアドレスを登録していただくと、稲敷市からの情報を携帯
電話やインターネットに接続されたパソコンへメール配信する
サービスが始まりました。ご希望の方はぜひ、登録してみてくだ
さい。どなたでも無料でサービスを受けることができます。（メー
ル受信に要する通信費などの費用は、利用者負担となります。）

●稲敷市企画課情報政策係（江戸崎庁舎）
　☎029-892-2000（内線2606）

気になる情報を携帯やパソコンで

▪
新
し
い
情
報
伝
達
を

市
で
は
、
少
し
で
も
皆
さ
ま
に

新
し
い
情
報
を
提
供
す
る
た
め
、

パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル
や
携
帯
電

話
に
文
字
情
報
を
発
信
す
る
サ

ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。ご

希
望
の
方
は
ぜ
ひ
登
録
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　
当
面
の
配
信
す
る
内
容
と
し

て
は
、
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
や

ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
情
報
、

そ
れ
に
緊
急
災
害
情
報
な
ど
。

お
知
ら
せ
は
、
市
内
イ
ベ
ン
ト

の
案
内
や
防
災
無
線
の
放
送
内

容
な
ど
を
。ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー

ル
ズ
情
報
は
試
合
案
内
、
試
合

速
報
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
内
容
を
。

緊
急
災
害
情
報
は
地
震
や
台
風

情
報
な
ど
を
提
供
し
ま
す
。

▪
ま
ず
は
登
録
を

1
下
記
ア
ド
レ
ス
へ
接
続
し
ま

す
。

2
接
続
後
に
表
示
さ
れ
る
、「
情

報
メ
ー
ル
一
斉
配
信
サ
ー
ビ
ス

と
は
」「
利
用
規
約
」を
お
読
み

に
な
り
同
意
さ
れ
る
方
は
、
3

の
手
順
に
よ
り
登
録
し
ま
す
。

3
配
信
ま
で
の
流
れ

①
新
規
登
録
す
る

「
登
録
」ペ
ー
ジ
か
ら
、
登
録
を

希
望
す
る
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
と

登
録
希
望
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
、

配
信
を
希
望
す
る
項
目
を
選
択

し
「
新
規
登
録
す
る
」
を
ク
リ

ッ
ク
し
ま
す
。

②
登
録
し
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

に
仮
登
録
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。

（
仮
登
録
メ
ー
ル
は
、
登
録
者
ご
本

人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め

に
送
信
）

仮
登
録
メ
ー
ル
に
は
、
本
登
録

用
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
あ
り
ま
す
。本
登

録
用
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し

て
本
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

③
登
録
し
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

に
本
登
録
完
了
の
メ
ー
ル
が
届

き
ま
す
。

本
登
録
完
了
メ
ー
ル
に
は
、
登

録
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
と
「
①
新

規
登
録
を
す
る
」
で
登
録
し
た

パ
ス
ワ
ー
ド
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

④
稲
敷
市
か
ら
情
報
配
信
さ
れ
、

自
動
的
に
登
録
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
に
配
信
情
報
が
届
き
ま
す
。

※
配
信
項
目
の
変
更
は
「
配
信

項
目
の
変
更
」
か
ら
、
登
録
の

解
除
は
「
登
録
解
除
」
か
ら
お

願
い
し
ま
す
。

■
携
帯
電
話
で
登
録
を

す
る
時
の
注
意
点

登
録
作
業
を
開
始
す
る
前
に
、

携
帯
電
話
で
次
の
こ
と
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

迷
惑
メ
ー
ル
対
策
な
ど
で
、「
ア

ド
レ
ス
指
定
受
信
」・「
ド
メ
イ

ン
指
定
受
信
」・「
メ
ー
ル
フ
ィ

ル
タ
ー
」
な
ど
、
メ
ー
ル
の
拒

否
設
定
を
行
っ
て
い
る
と
受
信

で
き
ま
せ
ん
。設
定
の
変
更
を

お
願
い
し
ま
す
。

・
迷
惑
メ
ー
ル
防
止
対
策
の
た

め
ド
メ
イ
ン
指
定
を
行
っ
て
い

る
場
合
は
「@

city.inashiki.
ibaraki.jp

」を
指
定
。 

・
指
定
受
信
の
設
定
に
し
て
い

る
場
合
に
は
、設
定
を
解
除
。

※
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
方

は
、
パ
ソ
コ
ン
用
ア
ド
レ
ス
か

ら
携
帯
等
の
登
録
も
可
能
で
す
。

（
携
帯
の
メ
ー
ル
拒
否
解
除
方
法
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。）

次のアドレスへ接続
▷ モ バ イ ル 用 URL　http://www.city.
inashiki.lg.jp/mail_service/mobile/　
▷ パ ソ コ ン 用 URL　http://www.city.
inashiki.lg.jp/mail_service/

登録ページへ入力
希望するメールアドレスと登録希望パス
ワードを入力、配信を希望する項目を選
択し「新規登録する」をクリック

仮登録メールが送られてくる。その中の
本登録用URL にアクセス

登録完了
（登録完了のメールが届きます）

モバイル用バーコード
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霞
ヶ
浦
清
掃
大
作
戦
３
月
２
日（
日
）

　
み
ん
な
で
街
を
き
れ
い
に

午
前
８
時
開
始　
※
小
雨
決
行

指
定
収
集
場
所

指
定
収
集
場
所
は
表
の
と
お
り

で
す
。各
地
区
で
最
寄
り
の
所

に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

地
域
の
環
境
美
化
の
た
め
、
道

路
や
河
川
、
堤
防
な
ど
に
投
げ

捨
て
ら
れ
た
空
き
缶
な
ど
を
収

集
す
る
、
市
内
一
斉
の
清
掃
作

業
を
行
い
ま
す
。皆
さ
ん
の
積

極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
こ
の
清
掃
大
作
戦
は
、
霞
ヶ

ホームページ http://chiyodalaw.jp/ 携帯はこちら・http://chiyodalaw.jp/i/
東京都千代田区四番町 4-8 野村ビル 4階（麹町駅徒歩 3分、市ヶ谷駅徒歩 5分）

0 3 - 5 2 2 6 - 3 0 6 0

ち よ だ 総 合 法 律 事 務 所
債務整理／破産／その他民事／刑事

クレジット・サラ金等でお困りの方　取り立てストップします

電 話 法 律 相 談
毎月の返済に行き詰まった方も
今はまだ返済できている方も
まずはお気軽にお電話を！

◆費用分割相談可◆
弁護士河嶋卓也（第二東京弁護士会）
弁護士岡部眞也（東京弁護士会）

市では、「広報稲敷」と「ホームページ」に掲載
する有料広告を募集します。会社やお店など
の広告を掲載してみませんか？

▽広報紙（1回）：1枠＝2万円／半枠＝1万円
▽ホームページ（1か月）：1万円

広告募集

●稲敷市商工観光課（東庁舎）tel.029-892-2000（内線 5209）

指定収集場所
江戸崎地区
江戸崎庁舎
荒野生活改善センター
羽賀公民館
君賀コミュニティセンター
沼里コミュニティセンター
月出里公民館
佐倉公民館
鳩崎コミュニティセンター
高田コミュニティセンター
桑山公民館
新利根地区
上郷公民館
根本共同利用施設
根本5区共同利用施設
角崎狸穴共同利用施設
曽根共同利用施設
新利根庁舎
南部共同利用施設
いこいのプラザ
太田下共同利用施設
堀川共同利用施設

桜川地区
尾島公民館
浮島中央集落センター
戸前農村集落センター
三次親水公園
古渡コミュニティセンター
羽生公民館
大杉神社駐車場
神宮寺集落センター
山来会館
甘田公民館
東地区
橋向田園都市センター
東庁舎
佐原組新田農業集落センター
八筋川田園都市センター
上須田農村集落センター
阿波崎農村集落センター
本新公民館
幸田集落センター
市崎集落センター
清水新田団地センター

搬
入
日
時

▽
時
間
：
午
前
８
時
30
分
〜
10

時（
10
時
よ
り
、各
収
集
場
所
か
ら

回
収
作
業
を
開
始
し
ま
す
）

※
時
間
外
に
搬
入
し
た
ご
み
は

回
収
で
き
ま
せ
ん
。搬
入
時
間

を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
家
庭
か
ら
の
ご
み
は
持
ち

込
め
ま
せ
ん
。

※
粗
大
ご
み
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

持
ち
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ご
み
袋
の
配
付

事
前
に
区
長
を
通
じ
て
、
可
燃

と
不
燃（
金
属
類
、ビ
ン
類
）の
ご

み
袋
を
配
り
ま
す
。

　

な
お
、
各
地
区
の
公
民
館
、

集
落
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
お
借
り

し
ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
稲
敷
市
生
活
環
境
課
（
桜
川

庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
４
４
０
０
）

浦
、
北
浦
流
域
の
市
町
村

で
構
成
さ
れ
る
霞
ヶ
浦
問

題
協
議
会
の
提
唱
で
、
昭

和
49
年
か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。３
月
に
「
霞
ヶ
浦

清
掃
の
日
」
を
定
め
、
流

域
内
の
市
町
村
が
同
じ
日

に
一
斉
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

実
施
日

▽
日
時
：
３
月
２
日（
日
）
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新
成
人
の
皆
さ
ん

　
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

自
営
業
者
、
学
生
な
ど
は
第
１

号
被
保
険
者
に
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
、
公
務
員
は
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
に
加
入
す
る
と
同
時
に

第
２
号
被
保
険
者
に
、
第
２
号

被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
は
第
３
号
被
保
険
者
に

な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金

は
、
や
が
て
必
ず
訪
れ
る
老
後

の
収
入
を
国
が
約
束
す
る
制
度

で
す
。

　
ま
た
、
国
民
年
金
は
、
老
後

の
所
得
保
障
だ
け
で
は
な
く
、

病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た

り
、
18
歳
未
満
の
子
を
残
し
て
、

父
親
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
も

年
金
を
支
給
し
、
思
い
が
け
な

い
人
生
の
「
万
一
」
も
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

加
入
手
続
き
は

・
第
１
号
被
保
険
者
→
本
人
：

市
区
町
村

・
第
２
号
被
保
険
者
→
事
業

主
：
社
会
保
険
事
務
所

国
民
年
金
と
は

国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を
も

っ
て
運
営
す
る
公
的
年
金
制
度

で
す
。

　
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
人
が
加

入
し
て
保
険
料
を
納
付
す
る
義

務
が
あ
り
、
老
後
な
ど
に
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
第
３
号
被
保
険
者
→
事
業

主
：
社
会
保
険
事
務
所

　
第
１
号
被
保
険
者
と
な
る
方

は
、
20
歳
に
な
っ
た
ら
忘
れ
ず

に
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

納
付
が
困
難
な
場
合

学
生
で
あ
る
場
合
な
ど
、
収
入

が
少
な
い
た
め
に
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
、
免
除
と
な
る
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」、「
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
」、「
保
険
料
免
除
・

一
部
納
付（
免
除
）制
度
」が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
、

国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
と
な

っ
て
い
る
と
、
万
一
の
と
き
に

障
害
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
な

ど
思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
土
浦
社
会
保
険
事
務
所
☎
０

２
９
︲
８
２
４
︲
７
１
２
１

●
稲
敷
市
保
険
課
年
金
係
（
桜

川
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
４
６
０
９
）

稲
敷
あ
い
バ
ス
運
行
状
況

　
試
験
運
行
開
始
３
か
月
の
状
況

づ
く
り
に
対
し
て
、
日
本
自
転

車
振
興
会
よ
り
運
行
車
両
購
入

の
た
め
に
補
助
金
が
交
付
さ
れ

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

稲
敷
あ
い
バ
ス
の

特
徴
と
利
用
方
法

①
市
内
全
域
で
の
予
約
制
に
よ

る
乗
合
い
運
行

公
共
交
通
体
系
整
備
の
基
礎
デ

ー
タ
収
集
を
目
的
に
、
10
月
か

ら
運
行
し
て
い
る
試
験
調
査
運

行
「
稲
敷
あ
い
バ
ス
」。運
行
開

始
３
か
月
間
（
10
月
〜
12
月
）
の

利
用
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
稲
敷
あ
い
バ
ス
の
運
行
に
は
、

共
同
運
行
事
業
体
代
表
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
・
稲
敷
み
ん
な
の
ま
ち

・
利
用
日
の
前
日
午

後
３
時
ま
で
に
予
約

セ
ン
タ
ー
へ
予
約

・
日
曜
休
日
、
土
曜

の
午
後
な
ど
は
運
休

②
市
内
全
集
落
に
設

置
し
た
乗
降
場
所

・
乗
降
場
所
を
定
め
、

そ
こ
か
ら
乗
降

・
公
共
施
設
、
医
療

施
設
、
市
内
の
全
集

落
に
設
け
た
、
約
３

７
０
か
所
の
指
定
乗

降
場
所

③
料
金
均
一
・
利
用

券（
チ
ケ
ッ
ト
）

・
市
内
の
同
一
旧
町

村
内
＝
３
０
０
円
。異
な
る
旧

町
村
＝
４
０
０
円
を
乗
車
の
際

に
支
払
く
だ
さ
い（
障
害
者
、
介

護
保
険
認
定
者
は
軽
減
制
度
あ
り
。

初
回
登
録
時
に
申
出
が
必
要
）

・
利
用
券
は
１
０
０
０
円
（
１

０
０
円
券
×
10
枚
）。車
両
内
や

市
内
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所
で
販
売

●
稲
敷
あ
い
バ
ス
共
同
運
行
予

約
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
５
５
９
０

●
稲
敷
市
企
画
課
（
江
戸
崎
庁

舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

０
０
０（
内
線
２
６
０
３
）

	 10月	 11月	 12月	 地区計	 割合
江戸崎地区	 422	 571	 404	 1,397	 63.0%
新利根地区	 61	 123	 64	 248	 11.2%
桜川地区	 143	 197	 118	 458	 20.7%
東地区	 35	 41	 37	 113	 5.1%
合計	 661	 932	 623	 2,216	100.0%
1日あたり	 25.4	 38.8	 27.1	 30.4	 -

運行状況（10-12月）
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は
、
資
格
を
得
た
月
か
ら
２
年

間
、
保
険
料
は
均
等
割
の
み
と

な
り
、
そ
の
５
割
が
軽
減
さ
れ
、

さ
ら
に
平
成
20
年
度
は
次
の
よ

う
な
措
置
が
あ
り
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら
75
歳
以
上
の
方

（
※
）を
対
象
と
す
る
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

現
在
加
入
し
て
い
る
国
民
健
康

保
険
や
被
用
者
保
険
な
ど
の
医

療
保
険
か
ら
脱
退
し
て
加
入
す

る
の
で
、
保
険
料
の
二
重
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん
。

じ
て
均
等
割
の
７
割
、
５
割
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
保
険
料
が
決
ま
り
ま
し
た

①
４
月
〜
９
月
の
半
年
間
は
保

険
料
な
し
。

②
10
月
〜
平
成
21
年
３
月
の
半

年
間
は
均
等
割
の
９
割
が
軽
減
。

保
険
料
の
納
め
方

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
は
、
原
則
と
し
て
年
金
か
ら

の
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
で
す
。

た
だ
し
、
次
の
条
件
に
該
当
す

る
方
は
、
市
町
村
か
ら
送
ら
れ

る
納
付
書
で
納
め
ま
す
（
普
通

徴
収
）。

・
年
金
の
年
額
が
18
万
円
未
満

２
割
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。ま
た
、

今
ま
で
被
用
者

保
険
の
被
扶
養

者
と
し
て
保
険

料
を
負
担
し
て

い
な
か
っ
た
方

※
：
65
歳
以
上
の
一
定
の
障
害

を
有
す
る
方
で
広
域
連
合
が
認

定
し
た
方
を
含
む

保
険
料

保
険
料
率
が
、
昨
年
11
月
に
行

わ
れ
た
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
議
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。

保
険
料
は
、
個
人
ご
と
に
算
定

し
、
定
額
の
均
等
割
と
所
得
に

応
じ
て
計
算
さ
れ
る
所
得
割
の

合
計
と
な
り
ま
す
。（
図
１
）
ま

た
、
保
険
料
率
は
県
内
一
律
と

な
り
、
医
療
費
の
動
向
な
ど
を

踏
ま
え
て
２
年
ご
と
に
見
直
し

ま
す
。

　
た
だ
し
、
所
得
の
低
い
方
に

つ
い
て
は
、
世
帯
の
所
得
に
応

均等割（定額）
37,462円

所得割（所得に応じて計算）
総所得金額等−基礎控除33万円×7.60％

＋

図1：保険料（年額）

単身世帯の場合 夫婦2人世帯の場合
夫（世帯主） 妻

年金収入 153万 168万 203万 300万 192万 135万
総所得金額等 33万 48万 83万 180万 72万 15万

所得割 0 11,400 38,000 111,720 29,640 0
均等割

（軽減の割合）
11,239

（7割）
11,239

（7割）
29,970

（2割）
37,462
（なし）

18,731
（5割）

18,731
（5割）

保険料（年額） 11,200 22,600 67,900 149,100 48,300 18,700

表1：保険料の具体例（収入が年金のみの場合）

の
方

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
料
と
介
護
保
険
料
の
合
計
額

が
、
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超

え
る
方

・
年
度
途
中
で
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
さ
れ
た
方

●
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
☎
０
２
９
︲
３
０
９
︲

１
２
１
２（
制
度
）☎
０
２
９
︲

３
０
９
︲
１
２
１
３
（
保
険
料
）

●
稲
敷
市
保
険
課
（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
６
１
１
）

小
さ
な
備
え
で
大
き
な
愛
情

　
県
民
交
通
災
害
共
済０

０
円　
▽
申
込
：
市
役
所
各

総
合
窓
口
課
、
生
活
環
境
課
で
、

会
費
を
添
え
て
申
し
込
む
。２

月
１
日
（
金
）
か
ら
受
け
付
け

（（
平
成
19
年
度
の
加
入
領
収
書
兼

会
員
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

●
稲
敷
市
生
活
環
境
課
（
桜
川

庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
４
４
０
４
）

県
民
交
通
災
害
共
済
の
平
成
20

年
度
加
入
受
付
を
行
い
ま
す
。

全
加
入
者
の
共
済
期
間
が
３
月

31
日
で
終
了
し
ま
す
の
で
、
継

続
加
入
を
希
望
す
る
方
は
お
早

め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
か
ら
申
込
書
の

郵
送
を
行
い
ま
せ
ん
。

▽
会
費
（
１
年
間
）
：
大
人
＝

９
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
５
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消
費
者
を
保
護
す
る
た
め
、
ト

ラ
ブ
ル
が
多
い
次
の
販
売
形
態

は
「
特
定
商
取
引
法
」
と
い
う

法
律
に
よ
り
様
々
な
規
制
が
さ

れ
て
い
ま
す
。

①
訪
問
販
売　
②
通
信
販
売

③
電
話
勧
誘
販
売　
④
連
鎖
販

売
取
引
（
マ
ル
チ
商
法
）　
⑤
特

定
継
続
的
役
務
提
供
（
エ
ス
テ
、

学
習
塾
、
結
婚
相
手
紹
介
サ
ー
ビ

ス
な
ど
）　

⑥
業
務
提
供
誘
引

販
売
取
引
（
モ
ニ
タ
ー
商
法
や
資

格
商
法
な
ど
、
仕
事
斡
旋
と
い
う

前
提
で
契
約
）　
※
そ
の
他
、
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
、オ
プ
シ
ョ
ン（
勝
手

に
商
品
を
送
り
つ
け
て
く
る
）

　
①
〜
③
は
契
約
の
き
っ
か
け

冬
の
星
空
を
眺
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
観
望
会
２
月
15
日（
金
）開
催

俗
資
料
館
敷
地
内　
▽
対
象
：

市
内
在
住
、
在
勤
の
親
子　
▽

申
込
：
歴
史
民
俗
資
料
館
へ
申

し
込
む　
▽
定
員
：
30
名
程
度

　
▽
そ
の
他
：
寒
く
な
い
服
装

で
参
加
く
だ
さ
い

●
稲
敷
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１

１
／
稲
敷
市
八
千
石
18
番
地
１

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
講
師

に
桜
川
天
文
愛
好
会
に
講
師
と

な
っ
て
い
た
だ
き
「
星
空
観
望

会
」を
開
催
し
ま
す
。

　
土
星
な
ど
冬
の
星
空
観
測
を

行
い
ま
す
。

▽
日
時
：
２
月
15
日（
金
）午
後

７
時
〜
午
後
８
時
30
分
（
天
候

不
良
の
場
合
は
16
日
（
土
）
／
17

日
（
日
））　

▽
場
所
：
歴
史
民

そ
の
契
約
、大
丈
夫
で
す
か
？

　
契
約
を
急
が
せ
る
業
者
は
要
注
意

と
な
る
も
の
で
比
較
的
分
か
り

や
す
い
の
で
す
が
、
④
〜
⑥
は

取
引
の
内
容
を
ま
と
め
た
も
の

で
、
か
な
り
複
雑
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。ま
た
電
話
勧
誘

で
連
鎖
販
売
を
契
約
す
る
な
ど
、

２
つ
が
重
な
る
時
も
あ
り
ま
す
。

　
上
の
６
つ
の
形
態
に
よ
っ
て
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
有
無
や

期
間
に
違
い
が
あ
り
、
業
者
が

法
律
に
違
反
し
た
場
合
の
規
制

な
ど
も
違
っ
て
き
ま
す
。

　
自
分
が
し
よ
う
と
し
て
い
る
、

契
約
が
何
に
該
当
す
る
か
、
一

呼
吸
お
い
て
考
え
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。大
抵
の
場

合
、
他
人
か
ら
勧
誘
さ
れ
る
契

約
は
必
要
が
な
い
と
思
わ

れ
る
場
合
が
多
く
、
急
ぐ

も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

契
約
を
急
が
せ
る
業
者
は

要
注
意
。

　
特
に
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム

の
場
合
は
、
数
社
か
ら
見

積
も
り
を
取
っ
た
上
で
考

え
る
な
ど
、
そ
の
場
で
契

飲
酒
運
転
防
止
ポ
ス
タ
ー
を
作
成

　
商
工
会
の
取
り
組
み

西
小
５
年
）
の
作
品
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
ポ

ス
タ
ー
は
、

市
内
の
事

業
所
な
ど

関
係
機
関

に
配
布
し

て
飲
酒
運

転
撲
滅
を

稲
敷
市
商
工
会
で
は
、
飲
酒
運

転
の
防
止
を
テ
ー
マ
に
市
内
小

学
校
の
子
ど
も
達
へ
ポ
ス
タ
ー

の
応
募
を
呼
び
か
け
、
啓
発
の

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
応
募
の
あ
っ
た
40
点
の
中
か

ら
優
秀
作
品
４
点
が
選
ば
れ
、

市
長
賞
に
は
「
飲
酒
運
転
命
う

ば
う
」
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
書
か

れ
た
清
水
優
子
さ
ん
（
あ
ず
ま

約
し
な
い
事
が
ト
ラ
ブ
ル
を
避

け
る
決
め
手
に
な
り
ま
す
。

　
契
約
前
、
契
約
後
、
疑
問
を

感
じ
た
時
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）
☎
０
２
９
９
︲
７

８
︲
３
１
１
５
／
相
談
日
：
月
、

水
、
金
曜
日
／
午
前
９
時
30
分

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
午
後
４

時
30
分

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

●
稲
敷
市
商
工
会
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
６
０
３
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労
働
力
調
査

３
月
に
江
戸
崎
地
区

総
務
省
統
計
局
で
は
、
３
月
に

江
戸
崎
地
区
の
一
部
で
「
労
働

力
調
査
」
を
行
い
ま
す
。こ
の

調
査
は
、
就
業
状
況
を
調
べ
経

済
対
策
や
失
業
対
策
な
ど
に
活

か
す
た
め
の
調
査
で
す
。

　
調
査
の
内
容
を
他
に
漏
ら
す

こ
と
や
目
的
外
に
使
用
す
る
こ

と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

▽
調
査
開
始
月
：
平
成
20
年
３

月　
▽
調
査
地
域
：
稲
敷
市
蒲

ケ
山
と
月
出
里
の
一
部

●
茨
城
県
企
画
部
統
計
課
人
口

労
働
担
当
☎
０
２
９
︲
３
０
１

︲
２
６
４
９

マ
リ
ッ
ジ

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
と
県
で
は
、
地
域
に
お

け
る
世
話
役
と
し
て
若
者
の
出

会
い
の
相
談
な
ど
を
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
行
う
「
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ

ー
タ
ー
」を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象
：
県
内
在
住
の
20
歳
以

上
の
方　

▽
登
録
：
２
年
間

（
更
新
可
能
）　

▽
申
込
：
申
込

書（
市
秘
書
広
聴
課
、ま
た
は
セ
ン

タ
ー
Ｈ
Ｐ
に
あ
り
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
い
ば
ら
き
出
会
い

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込

む●
稲
敷
市
秘
書
広
聴
課
（
江
戸

崎
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
２
４
０
１
）

●
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
☎
０
２
９
︲
２
２
４

︲
８
８
８
８
／
fax
０
２
９
︲
２

２
４
︲
８
９
２
１
／
〒
３
１
０

︲
０
０
１
１
／
茨
城
県
水
戸
市

三
の
丸
１
︲
５
︲
38
（
県
三
の

丸
庁
舎
３
Ｆ
）
HPhttp://w

w
w

.
ibccnet.com

/

食
の
安
全
に
関
す
る

意
見
交
換
会

県
土
浦
保
健
所
で
は
、「
食
品

添
加
物
を
考
え
る
！
」
を
テ
ー

マ
に
、
食
の
安
全
に
関
す
る
意

見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。参

加
無
料
で
す
。

▽
日
時
：
２
月
25
日（
月
）午
後

２
時
〜
４
時
30
分　
▽
場
所
：

阿
見
町
総
合
保
健
福
祉
会
館

（
さ
わ
や
か
セ
ン
タ
ー
）
阿
見
町

阿
見
４
６
７
１
︲
１　

▽
申

込
：
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
、
必
要
事
項（
①
氏
名　
②
性

別　
③
市
町
村
名　
④
電
話
番
号
）

を
連
絡
。先
着
１
５
０
名
。当

日
説
明
し
て
ほ
し
い
こ
と
は
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
事
前
に

●
茨
城
県
土
浦
保
健
所
監
視
指

導
課
☎
０
２
９
︲
８
２
１
︲
５

３
９
５
／
fax
０
２
９
︲
８
２
６

︲
５
９
６
１

産
業
別

最
低
賃
金
改
正

県
の
産
業
別
最
低
賃
金
が
改
定

さ
れ
ま
し
た
。発
効
日
＝
平
成

19
年
12
月
31
日
。①
鉄
鋼
業
＝

７
７
０
円　
②
一
般
機
械
機
器

具
製
造
業
＝
７
５
８
円　
③
電

気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械

器
具
、電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
、

精
密
機
械
器
具
製
造
業
＝
７
５

２
円　
④
各
種
商
品
小
売
業
＝

７
２
６
円

●
茨
城
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室
☎
０
２
９
︲
２
２
４
︲
６

２
１
６
HPhttp://w

w
w

.
ibarakiroudoukyoku.
go.jp/教

育
ロ
ー
ン
と

利
子
補
給
制
度

ろ
う
き
ん
の
教
育
ロ
ー
ン

幼
稚
園
か
ら
大
学
・
専
門
学
校

ま
で
の
受
験
料
や
入
学
金
、
授

業
料
な
ど
利
用
で
き
ま
す
。

▽
融
資
額
：
最
高
５
０
０
万
円

（
労
金
の
会
員
は
１
０
０
０
万
円
）

ま
で
。一
括
融
資
ま
た
は
分
割

融
資　

▽
返
済
：
最
長
10
年
。

元
金
返
済
据
置
（
最
長
５
年
）
が

設
定
可
能　
▽
金
利
：
１
・
９

％
～
２
・
４
％
（
固
定
金
利
、特

別
金
利
）（
平
成
20
年
１
月
１
日
現

在
、
保
証
料
は
別
途
必
要
で
す
）　

▽
保
証
：
茨
城
県
労
働
者
信
用

基
金
協
会
の
保
証

育
英
基
金
の
利
子
補
給
制
度

育
英
基
金
は
、
県
や
市
町
村
、

労
働
金
庫
が
出
資
を
し
て
つ
く

っ
た
公
益
法
人
で
す
。在
学
中

（
最
長
４
年
以
内
）は
、子
ど
も
一

人
あ
た
り
１
０
０
万
円
（
１
世

帯
３
０
０
万
円
）ま
で
の
融
資
に

対
し
、
年
１
％
の
利
子
補
給
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
対
象
：
県
内
に
在
住
、
在
勤

の
方

●
中
央
労
働
金
庫
美
浦
支
店
☎

０
２
９
︲
８
８
５
︲
３
４
３
５

●
茨
城
県
勤
労
者
育
英
基
金
☎

０
２
９
︲
２
３
１
︲
０
２
３
５
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2月7日（木）	 桜川庁舎
2月14日（木）	 ふれあいセンター
2月19日（火）	 江戸崎庁舎
2月20日（水）	 東庁舎（分庁舎）

2月21日（木）	 東庁舎（分庁舎）

2月28日（木）	 江戸崎公民館
▽時間：　＝午後1時〜4時／　、　、　＝午後１時30分
〜４時
法律相談＝　
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付＝2
月12日（火）午前8時30分〜／定員＝各会場6名。
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

心配ごと相談＝　
日常生活の諸問題について相談に応じます。予約制。
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
行政相談＝　
行政に関する相談を受け付けます。直接ご来場ください。
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

人権相談＝　
人権に関する相談に人権擁護委員などがお答えします。直接
ご来場ください。
●稲敷市人権同和対策室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内

線3300）

法律、心配ごと、行政、人権相談

▽日時：2月20日（水）午前10
時〜正午／午後1時〜3時　▽
場所：茨城県稲敷合同庁舎
●茨城県県南地方交通事故相談
所tel.029-823-1123

交通事故相談

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜午前9時〜午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
スクールカウンセリング
臨床心理のカウンセラーが面接や電話でお答えします。
▽対象：市内小中学校　▽申込：予約制　▽日時：午前9時
〜午後5時／面接：江中＝火曜、新中＝木曜
●江戸崎中学校相談室tel.029-892-3780
●新利根中学校相談室tel.0297-87-5033
家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障害など、乳幼児から児童に関
する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜／午前9時〜午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みにお答えします。
▽日時：2月7日（木）、21日（木）午前10時〜午後4時　▽
場所：各公民館、生涯学習センター　▽申込：予約制
●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87- 
3439

教育に関する相談

市の人口（常住人口）
総人口：48,125（-26）

　　男：23,803（-11）

　　女：24,322（-15）

世帯数：14,872（+10）

※1月1日現在。かっこ内は前

月比

交通事故件数
発生件数：28（293）

　負傷者：46（389）

　　死者：0（4）

※ 12 月 1 日〜 31 日。かっこ

内は年累計

2月の納税
▽納期限：2月29日（金）

固定資産税：4期
介護保険料：6期
国民健康保険税：6期
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くらしと情報

1月27日（日）	 角崎クリニック（中山）tel.0297-87-6030
	 阿見第一クリニック（阿見町）tel.029-887-3511
2月3日（日）	 和田医院（下馬渡）tel.029-894-2412
	 美浦中央病院（美浦村）tel.029-885-3551
2月10日（日）	 鈴木クリニック（沼田）tel.029-892-3640
	 おおさわ眼科（阿見）tel.029-843-7272
2月11日（月）	 古橋医院（西代）tel.0299-78-3770
	 阿見第一クリニック（阿見町）tel.029-887-3511
2月17日（日）	 坂本耳鼻咽喉科医院（江戸崎）tel.029-892-2627
	 かない皮フ科（阿見町）tel.029-888-8188
2月24日（日）	 矢野整形外科医院（江戸崎）tel.029-892-2127
	 しのつか医院（阿見町）tel.029-888-2450
3月2日（日）	 竹尾医院（河内町）tel.0297-86-2436
	 印南クリニック（阿見町）tel.029-834-2222
3月9日（日）	 江戸崎眼科（佐倉）tel.029-892-0262
	 かたやま耳鼻咽喉科（阿見町）tel.029-887-3349
3月16日（日）	 宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
	 湯原病院（阿見町）tel.029-887-0310
▽診療時間：午前9時〜午後4時
※都合により変更になる場合があります。確認してからお出
かけください

休日診療当番医
茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応。
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：平日＝午後6時30分〜午後10時30分
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定・公衆電話から＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
医師が医療相談にお答えします。24時間毎日対応。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

医療・健康

囲碁教室	 月曜、午後1時〜
陶芸教室（予約制）	 火、木曜＝午後1時〜／日曜＝午前9時〜
カラオケ教室	 火、土曜午後1時30分〜
梅さんの落語会	 2月4日（月）午前10時30分〜
太極拳教室	 2月13日（水）午後1時30分〜
ゆきちゃんの音楽会	 2月15日（金）午後2時〜
手話愛好会	 2月15日（金）午後7時〜
生花教室	 2月21日（木）午後1時30分〜
料理教室	 2月25日（月）午前10時〜
リハビリ体操教室	 2月25日（月）午後1時〜
絵手紙教室	 2月27日（水）午後1時30分〜
茶道教室	 2月28日（木）午前10時〜
●稲敷市地域交流スペース（特別養護老人ホーム「水郷荘」内）

tel.0299-79-2319

稲敷市地域交流スペース

消費生活に関する苦情、相談を専門の相談員が受け付けます。
▽日時：月、水、金曜日（祝日を除く）午前9時30分〜4時30分
●稲敷市消費生活センター（東庁舎）tel.0299-78-3115

消費生活相談

▽日時：2月14日（木）、28日（木）午後2時10分〜30分　
▽場所：江戸崎庁舎第2駐車場奥　▽手数料：2,000円（1匹）

●稲敷市生活環境課tel.029-894-2327

犬猫引取
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フルーツトマト

■
甘
さ
の
秘
密

果
物
の
よ
う
な
甘
さ
が
人
気
の

フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
。こ
の
秘
密

は
水
分
の
少
な
い
厳
し
い
生
育

環
境
に
あ
り
ま
す
。根
本
卓た
か

明あ
き

さ
ん
の
農
園
で
は
水
耕
栽
培
を

行
い
、
こ
の
過
酷
な
環
境
を
科

学
的
に
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

厳
し
い
環
境
で
育
つ
ト
マ
ト
は
、

体
に
養
分
を
蓄
え
よ
う
と
す
る

の
で
濃
厚
で
栄
養
た
っ
ぷ
り
に

育
ち
ま
す
。ま
た
、
毎
日
の
世

話
な
ど
、
手
間
ひ
ま
か
け
て
お

い
し
い
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
を
育

て
て
い
ま
す
。

■
ト
マ
ト
の
特
徴

通
常
の
ト
マ
ト
は
糖
度
が
４
〜

プレゼント
とまと工房から読者の方8名に「フ
ルーツトマト（1箱）」をプレゼン
ト！ぜひご応募ください。

▽応募方法：はがきに必要事項　①
お題「市のメール配信サービスへの
ご意見」　②郵便番号　③住所　④
氏名　⑤年齢　⑥電話番号を書いて
ご 応 募 く だ さ い　 ▽ 応 募 先： 〒
300-0595 ／広報稲敷「うまいもん
プレゼント②」係　▽締切：2月15
日（金）消印有効　▽注意：応募は一
人1通／当選者には通知

わ
が
故
郷
の
味
、

　
　
発
見
の
旅
へ　
29
回

まるで果物のような甘さのフルーツトマト。根本さんが丹精込めて育てています

先端からの放射状の金すじが甘さの目
印。甘さ香りを楽しんでください

６
度
程
度
。根
本
さ
ん
の
フ
ル

ー
ツ
ト
マ
ト
は
、
な
ん
と
果
物

な
み
の
９
度
以
上
。甘
み
と
酸

味
の
バ
ラ
ン
ス
が
絶
妙
で
、
お

客
さ
ん
に
も
「
昔
の
ト
マ
ト
の

味
が
す
る
！
」
と
好
評
だ
そ
う

で
す
。ま
た
、
通
常
の
ト
マ
ト

に
比
べ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
３
倍
。

抗
酸
化
作
用
が
高
い
リ
コ
ピ
ン

や
う
ま
味
成
分
の
グ
ル
タ
ミ
ン

酸
な
ど
の
成
分
も
豊
富
で
す
。

■
購
入
す
る
に
は
？

と
ま
と
工
房
で
１
箱
２
０
０
０

円
で
販
売
。予
約
制
で
す
。生

で
ト
マ
ト
本
来
の
味
、
コ
ク
、

香
り
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
煮
込
み
料
理
に
使
う
と

ひ
と
味
違
う
お
い
し
さ
に
！

朝、昼、晩とトマトの表情はいつも違
います。トマトの表情をチェック！

引換：とまと工房
電話：tel.080-1178-6007
住所：稲敷市橋向77番地4
営業：午前8時30分～午後4時
定休：土日曜日。旬は1月〜6月頃。
※予約制

面積 820 坪の大きなビニールハウス。
水耕栽培でおいしいトマトを育てます

とまと工房穂積

↑至幸田

利根川
神崎大橋
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aチキンのサルサソース　
材料（4人分）▷鶏胸肉280g ▷レタス60g ▷塩2g　
▷こしょう少々▷酒大 1　▷トマト 100g ▷玉ねぎ
40g ▷ピーマン40g ▷タバスコ適量※お好みで（▷ピザ

ソース20g ▷レモン汁小2▷ケチャップ大1・1/2）　
作り方
1鶏肉は厚さのある所をそいで薄くし、塩、こ
しょうをふる。
2フッ素加工のフライパンに鶏肉を入れ、酒をふ
りかけて弱火で火を通す。
3トマトは5mm 角に、玉ねぎとピーマンはみじ
ん切りにし、カッコ内の調味料と合わせておく。
4鶏肉を食べやすい大きさにそぎ切りする。
5皿にレタスをのせて、その上に鶏肉をのせ、食
べる直前にサルサソースをかける。

bきり昆布と赤ピーマンのマリネ
材料（４人分）▷生切り昆布140g（すき昆布8g）▷赤ピー

マン80g（▷粒入りマスタード大1▷オリーブ油小1▷酢小1

しょう油大1）

作り方
1切り昆布は洗って食べやすい長さに切る。（すき

昆布は水でもどし、さっと熱湯をかけて水気をきる）

2赤ピーマンはへたと種を除き、長さを半分にし
てから細く切る。
3カッコ内の調味料を合わせて水分をよくきっ
た昆布と赤ピーマンを合える。

cもやしと油揚げのいり煮
材料（４人分）▷もやし280g ▷油揚げ20g（▷だし汁1

カップ▷しょう油小1▷砂糖小1▷塩2g）

作り方
1もやしは根を除く。油揚げはさっと茹でて油抜
きをし、細く切る。
2鍋にカッコ内の調味料とだし汁を入れて中火
にかけ、煮立ったら1を加えて、時々混ぜながら
汁気がほとんどなくなるまで煮る。

今回は稲敷市食生活改善推進員協議会（ヘルスメイ

ト）桜川支部のみなさんの作品をご紹介します。
　タイトルは今まさに旬な話題の「メタボリック
シンドローム」。おへそ回りが気になり出したら
ぜひ、ご参考にしてください。
　次回はこのシリーズの締めくくりとして市中央
研修会で作られた作品のレシピです。お楽しみ
に！

食生活改善で
ヘルシーな毎日を！
＜ヘルスメイトからの提案＞
メタボリックからの脱出レシピ

レシピ3品（１人分）とご飯（150g）の栄養量
エネルギー 480kcal ／たんぱく質21.8g ／脂質12.2g

／塩分3.2g
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1
爆
笑
稲
敷
ラ
イ
ブ
開
催

「
笑
遊
の
郷
」
主
催
の
「
爆
笑
稲
敷
ラ
イ
ブ
」
が
12

月
８
日
、
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。第
一
部
欽
ち
ゃ
ん
劇
団
バ
ラ
エ
テ
ィ

公
演
で
は
、
佐
藤
あ
つ
し
さ
ん
、
あ
さ
り
ど
さ
ん

ら
劇
団
員
の
方
に
よ
る
プ
ロ
の
お
笑
い
と
、
欽
ド

ン
悪
い
子
役
の
西
山
浩
二
さ
ん
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
出

演
も
あ
り
、
会
場
は
爆
笑
の
渦
に
。第
二
部
お
笑

い
バ
ト
ル
決
勝
は
、
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
若
手
芸

人
８
組
に
よ
る
熱
い
ネ
タ
バ
ト
ル
が
行
わ
れ
、
地

元
阿
見
町
出
身
の「
獅
子
16
」が
優
勝
し
ま
し
た
。

2
Ｇ
Ｇ
が
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
大
賞
に

い
ば
ら
き
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な
ど
に
貢
献
を
し

た
企
業
や
団
体
に
贈
ら
れ
る
「
い
ば
ら
き
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
大
賞
」
に
茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ

が
選
ば
れ
ま
し
た
。表
彰
式
は
12
月
25
日
、
東
京

の
都
道
府
県
会
館
。報
道
陣
が
詰
め
か
け
る
中
、

萩
本
欽
一
監
督（
欽
督
）と
岩
田
主
将
、片
岡
選
手

が
楯
や
副
賞
を
県
知
事
か
ら
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

3
Ｇ
Ｇ
選
手
、沼
小
へ
優
勝
報
告

全
日
本
ク
ラ
ブ
野
球
選
手
権
大
会
で
優
勝
を
果
た

し
た
茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
の
岩
田
、
三
条
、

山
田
、芹
沢
の
４
選
手
が
、12
月
21
日
、沼
里
小
学

校
を
訪
れ
優
勝
報
告
を
行
い
ま
し
た
。沼
小
で
は
、

２
年
前
に
Ｇ
Ｇ
に
折
鶴
や
励
ま
し
の
手
紙
な
ど
を

送
っ
て
い
て
、
今
回
は
そ
の
お
礼
。岩
田
主
将
が

お
礼
の
あ
い
さ
つ
を
し
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
、
素

振
り
の
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

1

23
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4
ゆ
た
か
幼
稚
園
発
表
会

12
月
14
日
、
ゆ
た
か
幼
稚
園
で
は
園
児
の
発
表
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。色
と
り
ど
り
の
衣
装
で
ス
テ

ー
ジ
狭
し
と
熱
演
。ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
か

け
た
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
前
で
小
さ
な
演
技
者
達

は
元
気
い
っ
ぱ
い
に
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

5
消
防
出
初
め

１
月
６
日
、
東
グ
ラ
ン
ド
と
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
、
平
成
20
年
稲
敷
市
消
防
出
初

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。真
冬
の
グ
ラ
ン
ド
で
の

行
進
な
ど
が
行
わ
れ
、
平
成
20
年
の
消
防
活
動
が

始
ま
り
ま
し
た
。

6
都
道
府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー
に
出
場

12
月
24
日
か
ら
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
全
国
都
道
府

県
対
抗
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
、
県
代
表
と

し
て
江
戸
崎
中
学
３
年
の
坂
本
和
樹
さ
ん
と
三
浦

大
樹
さ
ん
が
出
場
し
、
坂
本
さ
ん
は
主
将
も
務
め

ま
し
た
。も
う
す
ぐ
卒
業
の
２
人
は
「
高
校
で
も
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
続
け
て
い
き
た
い
。」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

7
た
く
さ
ん
の
寄
付
に
感
謝
し
ま
す

市
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
（
お
よ
び
歳
末
た
す

け
あ
い
募
金
）
へ
た
く
さ
ん
の
団
体
や
個
人
か
ら
寄

付
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
聖
苑
香
澄
売
店
組
合
10
万
円
（
７
ａ
）
▼
市
建
設

業
協
会
１
７
２
万
８
９
１
８
円
（
７
ｂ
）
▼
舞
島
流

歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
12
万
７
３
２
３
円（
７
ｃ
）

こ
の
他
の
善
意
銀
行
へ
の
寄
付
者
に
つ
き
ま
し
て

は「
社
協
だ
よ
り
」に
て
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

で・き・ご・と
12-1月
市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（代表）
６

５

４

７c

７a

7b
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分〜正午　▽場所：あいアイ　▽対象：
1歳半〜2歳半までの子どもと保護者

（20組）　▽講師：鈴木由美子氏（心理

士）　▽申込：あいアイへ 2 月 15 日
（金）まで

あそびの広場

①子どもの救命法（講話、実技）
子どもの突然の病気や事故はあわてて
しまいます。いざという時のために、
ぜひ救急救命法を学び、大切な子ども
の命を守る方法を覚えておきましょ
う！
▽日時：2月13日（水）午前10時30
分〜11時30分　▽場所：あいアイ　
▽対象：0歳児と保護者（20組）　▽講
師：稲敷広域消防士　▽申込：あいア
イへ2月8日（金）まで

②「第一次反抗期」どんな
時期？（講話と座談会）

「いや！いや！」「自分でやる」「何で？」
自我が芽生え始める2歳前後は、とに
かく何でもかんでも嫌がって、子育て
をする親にとっては、とても苦労させ
られる時期です。日々成長している子
どもとどう接したらよいか、また、親
として何を伝えたらよいかを一緒に考
えてみませんか？
▽日時：2月21日（木）午前10時30

子育て講座を開催します
　救急と反抗期について

稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680

子育て

赤ちゃん）

2月14日（木）	 体操、ふれあい遊び（1歳〜1歳半）

2月19日（火）	 体操、ふれあい遊び（1歳半〜2歳半）

2月21日（木）	 体操、ふれあい遊び（2歳半〜）

2月23日（土）	 保育園祭（どなたでも）

2月26日（火）	 えほんの広場（1〜2歳）

2月27日（水）	 ムーブメント（遊びの広場）（2歳〜）

2月28日（木）	 赤ちゃん体操、わらべうた（はいはいの赤

ちゃん）

ひまわり
▽時間：午前10時〜11時30分
2月6日（水）	 楽器、リズム遊び（どなたでも）

2月13日（水）	 赤ちゃん体操、ふれあい遊び（どなたでも）

2月16日（土）	 保育園祭（どなたでも）

2月20日（水）	 サロンの日（どなたでも）

2月27日（水）	 えほんの広場（どなたでも）

あいアイ
▽時間：午前10時30分〜11時30分　▽対象：0歳〜就
園前
2月6日（水）	 おひなさま作り／東保健センター
2月12日（火）	 おひなさま作り／桜川保健センター
2月13日（水）	 子どもの救命法（講話、実技）／あいアイ
2月20日（水）	 おひなさま作り／江戸崎保健センター
2月21日（木）	 「第一次反抗期」どんな時期？（講話、座

談会）／あいアイ
2月25日（月）	 誕生会（2月生まれ）／あいアイ
2月26日（火）	 おひなさま作り／あいアイ
つばさ
▽時間：午前10時〜11時30分
2月5日（火）	 サロンの日（どなたでも）

2月7日（木）	 赤ちゃん体操、わらべうた（はいはい前の
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●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

３月に来年度の「保健行事予定表」を配ります。基本健診が
特定健診などに変わり、年齢により実施主体や必要書類が
異なります。予定表は区長配布のほか、保健センター、各庁
舎、公民館でも入手できます。ご希望の方には郵送します。

来年度からの健診
　保健行事予定表を配ります

精神保健
▽内容：こころの健康、悩み、病気についてご相談ください　▽申込：予約制。健康増進課へ申し込む
3月7日（金）	 こころの健康相談	 午後1時30分〜3時30分	 桜川保健センター
3月27日（木）	 こころのリハビリ	 午前10時〜11時30分	 ふれあいセンター
3月27日（木）	 こころの健康相談	 午後1時30分〜3時30分	 ふれあいセンター

乳幼児予防接種
▽申込：予約制。健康増進課へ申し込む。3月実施分は2月20日（水）から受け付け
3月3日（月）	 三種混合	 午後1時30分〜2時	 東保健センター
3月4日（火）	 ポリオ	 午後1時10分〜40分	 江戸崎保健センター
3月18日（火）	 三種混合	 午後1時10分〜40分	 江戸崎保健センター
3月19日（水）	 ポリオ	 午後1時30分〜2時	 東保健センター

離乳食相談・住民健康相談
▽内容：保健師などが赤ちゃんの離乳食や健康の相談にお答えします　▽申込：予約制。健康増進課へ申し込む
3月7日（金）	 午前10時〜11時	 桜川保健センター

①生活習慣病予防教室　〜歯周病との関連〜
歯周病は、意外にも生活習慣病との関連があります。その
しくみや予防などについてお話をします。
▽日時：3月9日（日）午後1時30分〜　▽場所：東保健セ
ンター　▽申込：2月1日〜3月3日に健康増進課へ申し
込む　▽講師：宇津喜直樹先生、海老原誠治先生
②女性の健康教室
骨粗しょう症と貧血の予防。薬の安全な使い方について、
管理栄養士と薬剤師がお話をします。
▽日時：3月18日（火）午後1時30分〜　▽場所：ふれあ
いセンター　▽申込：期間：2月1日〜3月12日に健康増
進課へ申し込む

講演会のお知らせ
　生活習慣病、　女性の健康教室

対象 実施主体 必要書類

19歳〜39歳 市 住所、生年月日を確認で
きるもの（健康保険証など）

40歳〜74歳
（特定健診）

医療保険者 受診券（医療保険者が4月以
降に発行）／健康保険証

75歳以上 県後期高齢者
医療広域連合

後期高齢者医療被保険者
証（3月下旬郵送）
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生涯学習
●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439

が、12月2日新利根体育館で開催さ
れ、地区内のチームが参加熱戦を繰り
広げました。大会を制したのは根本チ
ームが優勝しました。
　なお、新利根地区体育推進委員会で
は3月16日に「銚子ハイキング」を行
います。申し込みなど詳細は生涯学習
課までお問い合わせください。

2

　12月8日行われた決勝戦で、江戸崎
ベアーズが牛久中根サンダースを8対
1で破り、見事優勝を飾りました。

新利根地区混合
バレーボール大会
｢ 新利根地区混合バレーボール大会｣

生涯学習のできごと
　少年野球大会、バレーボール大会など

牛久杯少年野球大会
第22回牛久杯少年野球大会が12月
上旬、牛久運動公園野球場などを会場
に行われました。大会へは県南地区の
少年野球32チームが参加。稲敷市内
からも４チームが参加しました。

1

でアマチュアプレーヤーの方　①一般
の部　②シニアの部（大会当日55歳以

上）　③女性の部　▽競技方法：18ホ
ールストロークプレー（スクラッチ戦）

　▽費用：①参加費＝4,000円（消費

税込み）②プレー費：8,000円（乗用セ

大会の参加者募集
　郡社会人ゴルフ大会

稲敷地区10ゴルフ場では、「第15回
稲敷地区社会人ゴルフ選手権」を開催
します。
▽日程：3月26日（水）　▽場所：霞丘
カントリークラブ　▽参加資格：市内、
稲敷郡に在住する社会人（学生は除く）

ルフ、限定食事付／ロッカーフィは別途

（210円））　▽申込：霞丘カントリーク
ラブへ3月12日（水）までに申し込む
●霞丘カントリークラブ（稲敷市四箇

2002番地）tel.029-894-2112
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	 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、検索：opac.city.inashiki.lg.jp
	 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-4110
	 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
	 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

図書カレンダー2月

TBS イブニング・ファイブ、「使って
みたい武士の日本語」野火迅、「死者の
ための音楽」山白朝子

新利根公民館図書室

おはなし会
豆まきや鬼のお話の読み聞かせを行い
ます。また折紙で鬼のゆび人形を作り
ます。皆さん遊びに来てください。
▽日時：2月9日（土）午前10時30分
〜　▽場所：新利根公民館2階和室

分〜

新着図書
「妖怪変化」あさのあつこ（ほか）、「街の
アラベスク」阿刀田高、「財布のつぶや
き」群ようこ、「L change the world」
M 、「ラジオ・キラー」セバスチャン・
フィツェック、「軒猿の月」火坂雅志、

「あねのねちゃん」梶尾真治

江戸崎公民館図書室

おはなし会
ボランティアの方が絵本を読んでくれ
ます。
▽日時：2月16日（土）午後2時〜3時
　▽場所：江戸崎公民館和室2

新着図書
「親の品格」坂東真理子、「いのちのパ
レード」恩田陸、「余命１ヶ月の花嫁」

市立図書館

2月の展示
｢大切なあの人へ心を込めて｣
大きなイベントのひとつであるバレン
タインデーが、すぐそこに迫ってきま
した。チョコシフォン、ムースなど本
格的なチョコレートのお菓子や、身近
な素材や道具を使ってパッとできるお
菓子を紹介した本を展示します。

子ども映画会
▽題名：「ハリー ･ ポッターと炎のゴ
ブレット」　▽日時：2月9日（土）、
10（日）午後2時〜（上映時間2時間37

分）　▽申込：当日、図書館カウンター
へ申し込む　▽定員：70人

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や大型絵
本を読んでくれます。
▽日時：2月24日（日）午前10時30

新着図書（図書
館）

「本当のうそ」石
田衣良、「明日に
向かって」福田
博、「松風の人」津
本 陽　 ほ か　 ※
写真左から

市立図書館休館日＝■
	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土
	 	 	 	 	 	 1	 2
	 3	 4	 5	 6	 7	 8	 9
	 10	 11	 12	 13	 14	 15	 16
	 17	 18	 19	 20	 21	 22	 23
	 24	 25	 26	 27	 28	 29	
江戸崎図書室
毎週月曜日、2月12日（火）、26
日（火）休室
新利根・桜川図書室
毎週月曜日、2月12日（火）休室
■開館（室）時間：午前9時〜午後
５時、※図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時
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桜
川
地
区
仏
教
遺
宝
展
「
御み

仏ほ
と
けの
か
た
ち
Ⅱ
」
を
ご
覧
に
な

り
ま
し
た
か
。

　

平
安
時
代
や
鎌
倉
時
代
の

「
御
仏
」が
、
桜
川
地
区
に
住
ん

で
い
た
人
び
と
の
信
仰
に
支
え

ら
れ
て
、
現
在
ま
で
そ
の
姿
を

と
ど
め
て
い
た
こ
と
に
驚
か
れ

た
人
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
調
査
に
参
加
し
て
、

私
も
桜
川
地
区
が
古
く
か
ら
仏

教
文
化
に
ふ
れ
た
地
域
で
あ
り
、

中
央
の
歴
史
と
つ
な
が
り
の
あ

る
事
柄
が
多
く
語
り
伝
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

そ
の
一
端
を
ご
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

現
在
の
桜
川
地
区
は
、『
常

陸
国
風
土
記
』
に
、
乗
浜
の
郷

と
浮
島
村
お
よ
び
高
田
の
郷
に

大
別
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。辺
境
の
地
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
海
を
通
じ
て
の
交
通
に

恵
ま
れ
、
常
陸
国
・
下
総
国
の

国
境
に
位
置
し
て
い
た
た
め
に
、

外
か
ら
来
る
新
し
い
流
れ
を
最

初
に
受
け
止
め
る
地
域
で
も
あ

っ
た
よ
う
で
す
。

　

阿
波
崎（
東
地
区
、乗
浜
郷
）の

満
願
寺
の
如
来
立
像
（
七
世
紀

後
半
）
は
茨
城
県
域
で
最
古
期

の
仏
像
と
さ
れ
、
宝
亀
十
一
年

（
七
八
〇
）
七
月
に
は
浮
島
村
西

浜
（
乗
浜
郷
）
に
海
上
山
東
雲
寺

が
ひ
ら
か
れ
、大
同
元
年（
八
〇

六
）
神
宮
寺
（
高
田
郷
）
が
創
建

さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
こ
の
地

域
に
は
早
く
か
ら
仏
教
文
化
が

伝
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

平
安
時
代
末
の
保
元
元
年（
一

一
五
六
）、
鳥
羽
院
崩ほ
う

御ぎ
ょ

後
に
崇す

徳と
く

上
皇
と
後
白
河
天
皇
が
対
立

し
た
な
か
で
、
主
導
権
を
め
ぐ

っ
て
保
元
の
乱
と
い
う
内
乱
が

起
っ
て
い
ま
す
。こ
の
乱
の
顛て
ん

末ま
つ

を
描
い
た『
保
元
物
語
』は
、『
平

治
物
語
』『
平
家
物
語
』
と
と
も

に
軍
記
物
語
の
代
表
と
さ
れ
て

お
り
、
琵
琶
法
師
に
よ
っ
て
語

り
つ
が
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
存

知
の
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

崇
徳
上
皇
に
随
従
し
て
敗
れ

た
藤
原
教の
り

長な
が

は
、
都
か
ら
離
れ

た
浮
島
に
流
さ
れ
、
こ
の
地
で

七
年
間
を
過
ご
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

い
た
ら
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
、

し
た
の
う
き
し
ま
と
な
ん
ま
う

す
う
み
の
ほ
と
り
に
、
ふ
ね
に

の
り
け
る
と
き
に
よ
め
る

　

ひ
を
へ
て
も
す
き
し
都
の
つ

ふ
る
さ
と
探
訪
　
第
24
回

　
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
桜
川
地
区
㈠

　
　
　
仏
教
班
の
桜
川
地
区
調
査
を
通
じ
て

●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
内
山
純
子

観
音
堂
（
写
真
②
）
に
安
置
さ
れ

て
い
た
像
で
す
が
、
こ
の
観
音

堂
は
藤
原
教
長
が
浮
島
に
流
さ

れ
た
折
の
配
所
の
跡
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。お
像
は
念
仏
衆

に
よ
っ
て
守
ら
れ
、
安
産
の
神

と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

浮
島
戸
崎
の
舘
地
蔵
堂
は
、

保
元
の
乱
後
、
志
田
三
郎
先せ
ん

生じ
ょ
う

義
広
が
治
承
四
年
（
一
一
八

〇
）
ま
で
二
十
年
間
隠
れ
住
ん

だ
所
と
伝
え
ま
す（
濱
田
作
衛
氏

論
稿
）。義
広
は
源
為
義
の
子
で
、

義
朝
の
弟
、
頼
朝
の
叔
父
に
あ

た
り
ま
す
。
保
元
の
乱
で
は
、

父
為
義
、
弟
為
朝
ら
と
と
も
に

上
皇
方
に
加
わ
っ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
（『
保
元
物
語
』
金
力
比
羅

宮
本
）。

　

公
卿
の
後
退
と
武
士
の
興
起

を
も
た
ら
す
契
機
と
な
っ
た
保

元
の
乱
で
、
崇
徳
上
皇
方
で
あ

っ
た
藤
原
教
長
と
志
田
義
広
が
、

都
か
ら
遠
く
離
れ
た
浮
島
に
生

活
し
た
時
期
が
あ
っ
た
の
も
不

思
議
な
縁
に
よ
る
も
の
で
し
ょ

う
か
。

●
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
０
２
９

９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

つ
き
そ
と
思
ふ
岸

へ
を
け
ふ
そ
は
な

る
る

（「
貧
道
集
」よ
り
）

　

都
か
ら
遠
く
離

れ
た
浮
島
に
流
さ

れ
た
教
長
の
寂
し

さ
が
伝
わ
っ
て
く

る
よ
う
で
す
。

　

木
造
聖
観
音
菩

薩
立
像
（
写
真
①
）

は
、
浮
島
の
西
浜

写真①：木造聖観音菩薩立像（平安時代末ごろ）

写真②：浮島・西浜観音堂
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ar
ts

 a
nd

 li
te

ra
tu

re
稲
敷
文
芸

俳句

短歌

ワ
ク
チ
ン
を
終
え
て
こ
の
冬
つ
ゝ
が
な
く	

坂
本
美
園（
戸
張
）

霧
が
ま
た
隣
の
町
を
遠
く
せ
り	

岡
沢
一
歩（
羽
賀
）

明
る
さ
に
ふ
と
裸
木
を
見
上
げ
け
り	

福
本
き
み
え（
新
山
）

案
内
所
は
閉
め
ら
れ
お
り
し
山
眠
る	

細
川
え
つ
子（
荒
宿
）

こ
こ
か
ら
は
古
墳
へ
の
道
野
菊
咲
く	

幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

た
ら
ち
ね
の
湖
に
抱
か
れ
山
眠
る	

溝
口
民
城（
高
田
）

旅
先
で
さ
が
し
物
し
て
十
二
月	

根
本
京
子（
高
田
）

木
も
り
柿
朝
な
夕
な
に
小
鳥
く
る	

下
田
ま
さ
え（
月
出
里
）

眠
る
山
鳥
の
声
の
み
け
た
た
ま
し	

川
崎
典
雄（
鳩
崎
）

冬
ひ
か
り
こ
の
児
天
使
が
つ
れ
て
来
た	

青
木
富
喜
代（
月
出
里
）

晩
菊
の
明
る
い
色
を
括く
く

り
け
り	

中
條
や
い
子（
大
宿
）

柚
浮
か
べ
長
湯
し
て
み
る
仕
舞
い
風
呂	

栗
山
美
鈴（
田
宿
）

冬
の
雨
地
靄
残
し
て
上
り
け
り	
代
静（
犬
塚
）

箒
目
の
ま
ヽ
に
初
霜
降
り
に
け
り	
金
野
み
ど
り（
小
角
）

冬
凪
や
虚
子
三
代
の
句
碑
の
朝	

岡
村
敏
子（
新
山
）

雨
な
が
ら
沼
面
明
る
く
鳰	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

初
日
の
出
拝
む
老
母
の
顔
清
し	

高
柳
幸
子（
古
渡
）

黒
豆
を
打
つ
小
春
日
の
続
き
を
り	

根
本
ナ
カ（
神
宮
寺
）

白
菜
を
抱
え
な
で
な
で
畑
帰
り	

坂
本
き
よ
子（
下
馬
渡
）

寒
鮒
の
跳
ね
て
い
る
の
を
貰
い
け
り	

高
須
湖
城（
浮
島
）

掃
か
れ
ゐ
て
塵
一
つ
無
き
寒
さ
か
な	

永
長
小
夜（
古
渡
）

木
枯
ら
し
や
夜
の
献
立
浮
か
び
お
り	

山
崎
幸
子（
浮
島
）

早
や
師
走
ま
ず
は
厨
の
掃
除
か
ら	

大
久
保
晴
代（
古
渡
）

お
む
す
び
が
食
べ
た
い
と
書
き
餓
死
し
た
る
老
人
あ
り
き
飽
食
の
世
に	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

せ
か
せ
か
と
こ
の
世
送
り
し
我
が
人
生
傘
寿
迎
え
て
紅
葉
明
る
し	

鴻
野
ハ
ル
エ（
田
宿
）

た
だ
一
つ
あ
な
た
が
い
な
い
と
歌
う
登
紀
子
お
も
い
重
ね
て
野
の
萩
手
折
る	

根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

生
垣
の
黄つ

げ楊
に
山
茶
花
整
然
と
剪
定
さ
れ
し
を
見
る
妻
の
な
し	

根
本
正
直（
門
前
）

霜
枯
れ
る
草
原
の
中
凛
と
し
て
泡
立
草
は
黄
の
花
咲
か
す	

野
沢
と
よ（
羽
賀
）

秋
深
し
も
み
じ
の
色
も
輝
き
て
我
が
家
の
庭
も
紅
葉
の
う
ち	

松
本
静
子（
西
町
）

朽
ち
し
葉
を
は
ら
り
と
捨
て
て
冬
空
に
裸
の
欅け
や
きす
ん
な
り
と
立
つ	

三
島
文
子（
佐
倉
）

切
り
干
し
の
大
根
切
れ
ば
ひ
と
き
わ
に
目
に
も
ま
ぶ
し
い
冬
の
白
さ
よ	

山
本
彰
治（
高
田
）

鉄
の
扉
ひ
っ
た
り
鎖
す
兵
舎
跡「
売
地
・
国
有
地
」の
立
札
寂
び
て	

坂
本
緑（
鳩
崎
）

浜は
ま
ゆ
う

木
綿
の
大
き
く
な
り
し
こ
の
株
も
霜
枯
れ
て
噫あ
あ

形
見
と
な
り
ぬ	

川
村
と
み（
堀
川
）

孫
の
娘こ

の
や
さ
し
さ
に
ふ
れ
ほ
の
ぼ
の
と
生
き
る
悦
び
た
の
し
き
あ
し
た	

坂
詰
よ
し
の（
柴
崎
）

日
常
の
日
々
の
は
か
な
さ
胸
に
秘
め
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
を
一
人
で
食
べ
る	

永
井
由
紀
子（
柴
崎
）

秋
空
に
ふ
わ
ふ
わ
ふ
の
字
の
白
い
雲
庭
に
真
赤
な
躑つ
つ
じ躅
が
一
輪	

柳
町
ひ
さ（
柴
崎
）

友
よ
れ
ば
火
縄
の
ご
と
く
燃
え
う
つ
る
話
題
は
戦
時
に
い
た
り
て
つ
き
ず	

福
田
雅
子（
上
根
本
）

穂
す
す
き
の
向
こ
う
の
筑
波
撮
り
た
し
と
雲
茜
す
る
湖
畔
を
歩
む	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

猫
ひ
る
寝
雀
は
餌
を
拾
い
居
て
小
春
日
和
の
庭
平
和
な
り	

吉
原
き
の
ゑ（
浮
島
）

ゆ
つ
く
り
と
葉
が
く
れ
の
柚
子
色
づ
き
ぬ
冬
の
け
は
い
を
風
は
こ
び
つ
つ	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

残
さ
れ
し
祖
母
の
聖
書
を
読
み
な
が
ら
小
春
日
の
よ
う
な
あ
な
た
を
思
え
り	

根
本
邦
子（
押
砂
）

投
函
せ
し
筈
の
は
が
き
が
机
上
に
あ
り
粗
忽
は
ポ
ス
ト
に
何
を
入
れ
し
や	

小
泉
實（
福
田
）

枇
杷
の
花
ほ
の
か
に
匂
ひ
咲
き
散
り
て
夫
の
逝
き
し
年
の
暮
れ
ゆ
く	

板
橋
道
子（
福
田
）

喜
寿
と
な
り
ひ
と
り
心
の
す
べ
も
な
く
位
牌
の
人
の
生
を
指
折
る	

山
根
三
千
人（
西
代
）

味
噌
、し
ょ
う
ゆ
、納
豆
、こ
ん
に
ゃ
く
手
作
り
の
母
の
掌て

こ
と
に
大
き
か
り
け
り	

柴
崎
文
子（
町
田
）

間
を
お
き
て
通
過
の
機
影
目
に
追
え
ど
記
憶
乱
れ
て
五
機
数
え
得
ず	

川
崎
保
之
助（
幸
田
）



ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで。
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ぶら〜り・稲敷　no.32　光葉団地内の公園

東地区の光葉団地の中にいくつかの公
園があります。今回は地元の保育園（幸
田保育園）の子ども達と一緒に、「光葉
団地メイン公園」を散策してきました。
　保育園から先生と子ども達の案内
で、中規模（約4,700㎡）の芝生の公園
に到着。この公園には「（財）日本宝く
じ協会」から寄贈された遊具ができた
ばかりで、子ども達は、すかさずこの
遊具を見つけ駆け寄りました。ほかに
も芝生の上に座って先生とお話しした

り、駆けっこをしたりと、お昼前の短
い時間を思い思いの遊びですごしまし
た。
　日本宝くじ協会では自治宝くじの普
及宣伝と子どもの健全育成のため、遊
具を贈る事業を実施しています。今回
市に寄贈された遊具は、この公園を含
め10か所。設置された公園は次のと
おりです。
▶伊佐部田園都市センター　▶手賀組
新田共同公園　▶九軒公園　▶駒塚児

童公園　▶堂前自然公園　▶光葉団地
メイン公園　▶光葉団地中公園　▶光
葉団地小公園　▶大利根東公園　▶南
ケ丘団地公園

国道125号線国道125号線

光葉メイン公園光葉メイン公園

至
新
利
根
地
区

至
新
利
根
地
区

至阿波地区至阿波地区

幸田保育園幸田保育園宮本病院宮本病院

国
道
１
２
５
号
線

国
道
１
２
５
号
線

至
国
道
51
号

至
国
道
51
号

編集後記　▽自分では若いと思い続けていましたが、ついに「老眼」がやってきました。やむなく
近眼・乱視・老眼と三種混合眼鏡を新調。これがまたレンズのピントの合う場所が狭いので目の
角度を合わせるのに一苦労。頭痛と肩こりの毎日です（ｉ）　▽水道局へ写真を撮りに行った時、
外に設置されている沈殿槽に小さい「ダム穴」のようなものを発見！水が溢れて穴に流れ込む様
子を見たいと思いました。（G4出）




